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家庭視聴向けだが幼稚園・保育所での利用も想定
している番組（『おかあさんといっしょ』『いない
いない ばあっ！』）を合わせたものである（表４）。
表４．番組別の幼稚園利用率（単位：%）
　『つくってあそぼ』『こどもにんぎょう劇場』『ピ
タゴラスイッチ』『しぜんとあそぼ』の利用率が
10%を超えている。利用する理由として、４番組
すべてに対して「幼児の興味・関心を引き出しや
すい番組である」と60%以上の幼稚園が回答して
いる。また、「幼稚園の保育活動で取り上げたい
内容が多い」という意見は、『つくってあそぼ』が
60.4%、『しぜんとあそぼ』が44.4%と高い。勝山
中部幼稚園においても、『つくってあそぼ』の視聴
から、いろいろなごっこ遊びへの発展がみられた。
　表５によると、NHKテレビ番組を利用してい
る幼稚園は、2008年度が26.1%に対して2010年度
が24.9%とほぼ横ばいであるが、1990年代以降、
漸減傾向が続いている。
表５．NHK幼児向け番組利用率（単位：%）
　ただし、表４のNHK幼児向け番組以外にも、
幼稚園では『にほんごであそぼ』『アニメ・おじ
ゃる丸』『えいごであそぼ』『みんなのうた』等の
番組も利用されている。何らかのNHKテレビ番
組を利用している幼稚園は、2010年度が26.7%、
2008年度が30.8%である。
　3.2　勝山中部幼稚園の調査
　2.2で説明した勝山中部幼稚園の保護者を対象
としたメディアに関するアンケートにおいて、「幼
　3 ～ 6歳代は、年齢と共に「④他のことをしな
がら、離れた空間で見ている」タイプが徐々に増
加する。（図３）
　2.2　勝山中部幼稚園の調査
　2011年10月、勝山市立勝山中部幼稚園の保護者
を対象として、メディアに関するアンケート調査
を行った。有効回答数は、3歳児：7、4歳児：10、
5歳児：13、合わせて30である。
子どもとテレビ・ビデオを見ている時、一緒に話
をしますか？
　「よく話す」、「話している」、「あまり話さない」、
「全く話さない」の4件法の結果、「よく話す」「話
している」合わせて、約60%の保護者が一緒に話
をしながら見ている（図４）。また、「全く話さな
い」保護者は0%であった。2011年1月24日、勝山
中部幼稚園の保護者向けに行った読み聞かせセミ
ナーでも説明したが、メディアを介してコミュニ
ケーション（声掛け等）をとることが重要である。
図４．番組視聴時の会話の有無
３. 幼稚園における放送番組の活用
　3.1　NHKの調査
　NHKは、2010年9月1日～ 11月30日、郵送法で
「NHK学校放送利用状況調査」を行った（NHK放
送文化研究所）。幼稚園のサンプル（抽出比1/12）
数1092のうち、有効回答は66.1%の722園である。
この調査における「NHK幼児向け番組」とは、
幼稚園教育要領・保育所保育指針にもとづいて制
作された「幼稚園・保育所向け番組」と、本来は
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園の部」の担当園として、2010 ～ 2011年度、独
自の視聴覚教育に取り組んだ。「よく見て、よく
聞いて、よく考えて、よく遊ぶ子」を研究主題と
し、視聴覚教材・機器を有効的に活用することで、
どのような効果が得られるかを探っていくもので
ある。勝山中部幼稚園が定義する「よく見る」と
は、「発見する・観察する・感じる」ことである。
「よく聞く」とは、「話を注意して聞く・聞いて理
解する・最後まで聞く・感じる」ことである。「よ
く考える」とは、「イメージを豊かにする・考え
を伝え合う・見通しをもつ」ことである。「よく
遊ぶ」とは、「集中する・かかわりながら遊ぶ・
表現する・工夫する」ことである。
⑵ 研究のねらい
　研究主題を実現するため、下記２つを「研究の
ねらい」と定めた。
①　自然体験活動や日々の実体験をもとに、視聴
覚教材を有効的に使い、幼児の好奇心、興味、
意欲を高める。
②　活動内容に応じた教材や機器を活用し、教師
が幼児理解を深めることや保育の振り返りを行
うことにより、保育技術の向上を図る。
⑶　研究方法
　研究副題でもある「視聴覚機器（ICT）教材の
有効的な活用を通して」を研究方法と位置付け、
「研究のねらい」の①、②に対する具体的方法と
して、「①子どもに対するICT教材作り・活用」、
「②ICTを活用した保育技術の向上」を進める。
特に、①の具体的な重点項目として「（a） 幼児
番組の活用」「（b） 絵本や紙芝居等、読み聞かせ
の充実」「（c） 基本的生活習慣の改善（意識付け）」
「（d） 体験活動の充実」、②の具体的な重点項目
として「（e） 保育の振り返り」を掲げた。
⑷　研究成果
⒜　幼児番組の視聴により、体験しにくいことの
疑似体験が可能となり、多くのごっこ遊びに発
展した。また、制作に対する幼児の主体的な気
持ちや作り上げる達成感が得られた。
稚園で子どもにテレビやビデオを見せることをど
う思いますか？」という調査を行った。その結果
は、「問題なし・好ましい」が65%、「あまり見せ
たくない」が23%、「わからない」が12%であっ
た（図５）。「あまり見せたくない」理由として、「園
でしか得られない経験をして欲しい」、「家も含め
ると長時間や毎日の視聴となり、習慣化するのが
心配」、「友だちとの関わりや身体を動かすことを
優先して欲しい」、「園では他に学ぶべき事が多い」
等の意見があった。「問題なし・好ましい」理由
として、「教材としての利用は問題がない」、「家
と園でのチョイスは違うから」、「みんなで見るこ
とにより、自分が興味を示さないものを楽しめれ
ばよい」、「物事や関心のきっかけ作りにはよい」
等の意見があった。
図５．幼稚園での番組視聴
　2011年12月16日、勝山中部幼稚園の保護者向け
に行った読み聞かせセミナーにて、幼稚園で放送
番組を用いる場合の目的と配慮を説明した上で、
クリッカーを用いて、「幼稚園で子どもにテレビ
やビデオを見せることをどう思いますか？」と尋
ねたところ、「問題なし・好ましい」が100%であ
った。そこで説明したように、園と家庭が連携し
てメディアとの関わり方を考えることが重要であ
る。そのためにも、園の取り組み、おすすめのメ
ディア活用法を保護者へ紹介する必要がある。
４. 勝山中部幼稚園における視聴覚教育
⑴　研究主題
　勝山市立勝山中部幼稚園は、「平成23年度福井
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５. さいごに
　視聴覚教育とは、放送番組やコンピュータの利
用に限らず、絵本・素話等のメディア利用も含ん
だものであり、幼児の活動に効果的なメディアを
選択すべきである。また、幼児に対する教材作
成や提示におけるメディアの利用に限らず、保育
者の振り返りにおけるメディアの利用も重要であ
る。
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⒝　動画絵本・影絵・スクリーンによるクイズ等
により、幼児の意欲的な活動が促進された。
⒞　園生活のルールや活動の手順を構造化・視覚
化したことにより、見通しのある活動が可能と
なった。
⒟　園外活動を撮影した動画を次の活動の導入に
使用し、遊びを広げることができた。
⒠　動画として撮影した子どもの活動や教師の保
育を視聴・振り返ることにより、保育および幼
児理解の向上につなげられた。
　「保育における振り返り」としては、（i） 手書
きの保育ノート及びビデオ録画として記録するこ
と、（ii） それらを見直して振り返ること、（iii） 振
り返りによる子どもや保育者の変化を記録するこ
と、の３点が大切である。平成23年度福井県視聴
覚教育研究大会当日、「ビデオを用いた保育の振
り返りをしていますか？」とクリッカーを用いた
調査を行ったところ、25%の参加者が「振り返り
を行っている」、75%の参加者が「振り返りを行
っていない」と回答した。
